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1. 第 44回日本栄養治療学会学術集会(JSPEN2029) 概要 

会  期：2029年 2月 23日(金)、24日(土) 

会 長 名：石井良昌(日本大学松戸歯学部口腔外科学講座 教授)  

会  場：福岡国際会議場、マリンメッセ福岡 A館、マリンメッセ福岡 B館 

開催形式：ハイブリッド形式(現地＋オンライン) 

※上記内容は現時点での予定であり、今後の協議・調整により変更となる場合があります。 
 

本学術集会は、2029 年 2 月 23 日(金)・24 日(土)の 2 日間、福岡国際会議場およびマリン

メッセ福岡 A館・B館にて開催を予定しています。本大会では、「栄養治療の実装と連携(仮)」

をテーマに、栄養治療に関する学術的知見を実臨床へどのように活かし、多職種連携の中で

どのように実装していくかを重視した学術集会を目指します。 

また、JSPENの学術集会は、医師、歯科医師、管理栄養士、薬剤師、看護師、リハビリテー

ション職種、歯科衛生士、臨床検査技師等、多職種が集う大規模学術集会であり、単なる講

演・発表の場にとどまらず、職種横断的な交流、教育、企業連携、会員サービスの向上を図る

重要な機会と位置づけています。 

本業務の委託にあたっては、会長・副会長の大会構想を十分に理解し、学会事務局と緊密

に連携しながら、円滑かつ質の高い学術集会運営を実現できる受託企業を選定するものです。 

 

2. 運営方針 

本学術集会の運営にあたっては、会長・副会長の学術的方針および大会構想を軸とし、主

催校、学会事務局および受託企業がそれぞれの役割を明確にしながら、三者が一体となって

準備・運営を進めるものとします。 

本大会では、会長・副会長が示す大会方針を的確に具体化するため、主催校による学術的

判断、学会事務局による継続的な運営支援および学会全体方針との調整、受託企業による専

門的な運営実務と提案力を有機的に結び付けることを重視します。 

従来のように、受託企業が主催校と個別に確認を重ねながら準備を進める体制にとどまら

ず、主催校、学会事務局、受託企業が早期から情報を共有し、全体進行、企画整理、広報、企

業対応、収支管理、システム運用等について密に連携することで、学術集会全体の質と運営

精度を高めることを目指します。 

そのため、受託企業には、会長・副会長および学会事務局と緊密に連携し、単なる運営業

務の遂行にとどまらず、企画の具体化、参加促進、スポンサー対応、会場設計、参加者満足度

向上等について、専門的知見に基づく主体的な提案と実行力を期待します。 

役割分担の詳細については、別紙分担表を参照してください。 
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3. 主な委託内容 

受託企業には、以下の業務を担うことに加え、会長・副会長および学会事務局との協議を

通じて、準備段階から大会終了後の会計報告・振り返りまで、一貫して本学術集会の円滑な

運営と質の向上に寄与する運営パートナーとしての役割を求めます。 
 

A) 事前準備に係ること 

① プログラム策定準備・サポート 

② PRポスター・チラシの作成(海外向含) 

③ 封筒(定形・定形外)の作成 

④ ウェブサイトの作成・更新(海外向含) 

⑤ 演題登録システムの構築 

⑥ 参加登録システム(JSPEN 会員アプリ)との連携 

⑦ 演題登録者への連絡・問合せ対応 

⑧ 招聘者・シンポジスト・座長への連絡と案内(招聘者の宿泊の確保、案内も含む) 

⑨ プログラム・抄録集、学術集会参加証の作成 

⑩ 運営事務局の設置と問い合わせ窓口の設置と対応 

⑪ 学術セミナー(ランチョンセミナー等)・展示・広告など協賛企業の対応 

⑫ その他、学術集会の運営全般に必要な事前準備に係ること全般 

※ ④～⑥につきましては、事務局にてプラットフォーム・システム環境を提供いたします。

実際の運用・管理につきましては、ご対応いただきますようお願いいたします。 
 

B) 前日準備・当日運営に係ること 

① 総合受付、会場案内、誘導業務 

② 会場の司会進行役および進行シナリオの作成 

③ 招待者等の謝金等の全般対応 

④ 誘導案内看板・ポスターパネルなどの設営・撤去 

⑤ メイン会場の看板(懸垂幕・横断幕)の印刷及び設置 

⑥ 企業展示、一般展示(書籍展示等)のブース設営・撤去 

⑦ 一般演題、ポスターセッションが、円滑に行うための機材・人材の配置 

⑧ 発表スライドの受付、口演会場へのデータ転送も含む PC プレビューセンターの設営 

⑨ 主要駅と会場間の円滑な移動のための案内 

⑩ 学術セミナー(ランチョンセミナー等)の会長・運営側のサポート 

⑪ クローク・託児所(必要あれば)の用意 

⑫ 弁当等の手配 

⑬ その他、学術集会の運営全般に必要な前日準備・当日運営に係ること全般 
 

C) 学術集会終了後に係ること 

① 御礼状等の手配 
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② 各種支払い対応(源泉徴収含む) 

③ 学術集会会計報告 ※2029年 7月中(収益事業対応における納税) 

④ 学術集会会計報告に監査手配 

⑤ その他、学術集会終了に向けた必要な手続きに係ること全般 

 

4. 提案を求める事項 

受託企業には、通常の運営業務に加え、以下の事項について具体的な提案を求めます。 

① 会長・副会長、学会事務局、受託企業の連携体制 

② 福岡開催における会場構成、参加者動線、展示・セミナー配置の考え方 

③ 現地参加者数および演題登録数の増加に向けた取り組み 

④ 多職種参加を促進する企画・運営上の工夫 

⑤ 企業協賛、展示、共催セミナー等の収入拡大に向けた提案 

⑥ JSPEN会員アプリ、参加登録システム、学術集会 WEBサイト等との連携運用 

⑦ 広報・PR、SNS活用、会員向け周知の具体策 

⑧ 参加者満足度向上に向けた会場運営・サービス設計 

⑨ 会計管理、収支報告、監査対応、収益事業対応に関する体制 

⑩ 大会終了後の報告、振り返り、次年度以降への引継ぎ方法 

 

 

以上 




